
物理学１

Ｎｏ．１
単位と次元
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SI単位系

７つの基本単位

ｍ ｋｇ ｓ A      K         ｍｏｌ ｃｄ

長さ 質量 時間 電流 温度 物質量 光度
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ＳＩ接頭語

大きい数，小さい数の表現

例）

１ｍｍ＝１０－３ｍ

１ＭＪ＝ １０６Ｊ

教科書 p.2 参照

記号 読み 大きさ 記号 読み 大きさ

k キロ 103 m ミリ 10-3

M メガ 106 μ マイクロ 10-6

G ギガ 109 n ナノ 10-9

T テラ 1012 p ピコ 10-12

P ペタ 1015 f フェムト 10-15

E エクサ 1018 a アト 10-18

Z ゼタ 1021 z ゼプト 10-21

Y ヨタ 1024 y ヨクト 10-24

h ヘクト 102 c センチ 10-2

da デカ 101 d デシ 10-1
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各種の量，基本単位の組み合わせ

時間

距離
速度 =

体積

質量
密度 =

m

s
速度 ｍ／ｓ

kg

m３

密度 ｋｇ／ｍ３
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大事な量は特別な名前を持つ
⇒付録A.2

例）

力 kg・m/s2 →  Ｎ （ニュートン）

圧力 N/m2=kg/m・s2 →  Ｐａ （パスカル）

エネルギー N・ m= kg・m2/s2

→  Ｊ （ジュール）
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文字の利用

慣用

質量・・・ｍａｓｓ・・・ｍ，Ｍ，．．．
時間・・・ｔｉｍｅ・・・ｔ，Ｔ，．．．
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微小量の表記

x∆

t∆

x

t

微小な

微小な

「デルタエックス」と読む

これ全体で１つの文字
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Ａ＝Ｂ ・・・ ＡとＢが単位も含めて等しい

５ｋｇ＝５ｍ

同じ種類の量の比・・・単位はない・・・無次元量

指数関数や三角関数の引数も無次元量である

kg2)5msin( e
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例題（１）

以下の式で各種の量はＳＩ単位系で表されて
いるとする。ｘの単位は［ｍ］，ｔの単位は［ｓ］
である。Ａとｋの単位を答えよ。

ktAex =
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ktAex =
単位なし（無次元）

ｔ は単位 ［ｓ］

ｘ は単位 ［m］

単位なし（無次元）

両辺の単位は等しい

ｋ は単位 [1/s]

Ａ は単位 ［ｍ］
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数値計算のときの鉄則

数値計算をするときは，必ず，単位
をそろえること。

悪い例） ｍ と ｋｍの混在
秒と時の混在

⇒ ＳＩにそろえたほうが安全。
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例題（2）

停止していた自動車が，一定の加速度で発
進し，10s後に時速54kmとなった。自動車の
加速度を求めよ。

教科書 例題１．１
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加速度の定義に基づいて計算すればよいが，重
要なのは，単位をそろえて計算することである。

m/s  km/s 15
6060

10005454 =
×
×

=

45
10
54 .==a

2m/s .51
10
15

==a

あわてて，上のように答えてはいけない。

２種類の時間の単位，秒と時間が混在している。

これから加速度が求められる。

×
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次元解析

• 各種の量の間に成り立つ式を，それらの量の
単位から推定する

• 次元のない比例定数の値は決定できない。
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例題（3）

振り子の周期のＴは，ひもの長さＬ，おもりの
質量ｍ，重力加速度gから決まると考えられ

る。次元解析により，Ｔを次元のない比例係
数Ｃとｍ，Ｌ，gで表せ。
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次元解析：手順

表式を作りたい量

その量を決定する要素となる量 ,,, ZYX
F

cba ZYCXF = と仮定する

a, b, c, … は
これから決定
する未知数

次元をもたな
い比例定数

それぞれの量を単位で表現し
て代入し，両辺の単位が一致
する条件から連立方程式を作
り，それを解いてａ，ｂ，ｃを決定
する
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振り子の周期のＴは，ひもの長さＬ，おもりの質量ｍ，重力
加速度gから決まると考えられる。次元解析により，Ｔを次元
のない比例係数Ｃとｍ，Ｌ，gで表せ。









=−
=
=+

12
0

0

c
b

ca
cba smkgms ]/[][][][ 2

2
1−=c

cba gmCLT =

cbca skgm 2−+ ][][][

0=b
2
1=a 21021 // −= gmCLT

g
LCT =

とおく

工学院大学の学生のみ利用可：印刷不可：再配布不可 加藤潔(C) 2016

17


	物理学１
	SI単位系
	スライド番号 3
	各種の量，基本単位の組み合わせ
	スライド番号 5
	文字の利用
	微小量の表記
	スライド番号 8
	例題（１）
	スライド番号 10
	数値計算のときの鉄則
	例題（2）
	スライド番号 13
	次元解析
	例題（3）
	次元解析：手順
	スライド番号 17

